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模擬患者へのトリアージ訓練の様子災害対策について真剣に聞き入る職員

模擬患者を前にして木内院長による講評の様子

　

災
害
が
起
き
た
時
、
職
員
は
患
者
様
に
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。
有
事
の
際
に
し
っ
か
り
と
対
応

す
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
訓
練
を
し
て
備
え
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

当
院
で
は
防
災
活
動
も
含
め
、
様
々
な
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
去
る
九
月
十
七
日
に
は
、
毎
年

行
っ
て
い
る
夜
間
の
火
災
を
想
定
し
た
院
外
（
自
宅
、

外
出
先
）
か
ら
の
非
常
招
集
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

夜
七
時
に
緊
急
電
話
連
絡
網
で
全
職
員
に
呼
び
出
し

を
か
け
ま
す
。「
病
院
に
て
火
災
発
生
。
至
急
病
院

待
合
ホ
ー
ル
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。」こ
の
連
絡
を

受
け
て
、
帰
宅
し
て
い
た
職
員
や
院
内
に
い
た
職
員

が
次
々
に
集
ま
り
、
本
部
に
到
着
の
報
告
を
行
い
ま

す
。
集
合
後
、
災
害
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
の
ビ

デ
オ
を
上
映
し
、
集
合
し
た
二
二
〇
名
あ
ま
り
の
職

員
が
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

ビ
デ
オ
を
見
た
後
は
、
実
際
に
職
員
が
扮
し
た
模

擬
患
者
を
前
に
、「
ト
リ
ア
ー
ジ
」（
災
害
時
に
お
い

て
効
率
的
な
診
療
を
お
こ
な
う
た
め
の
優
先
順
位
の

決
定
）
の
判
断
基
準
、
判
断
の
方
法
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
の
必
要
性
、
実
際
の
方
法

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
部
分
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
万
が
一
の

災
害
に
備
え
て
様
々
な
訓
練
、
防
災
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
訓
練
の
際
は
患
者
様
や
来
院
さ
れ
た
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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　去る９月１０日（水）、午前中の外来を受診された患者様を対象に、待ち時間調査を実施しました。

　これは、当委員会にてこれまで実施させていただいた患者様満足度調査及びご意見箱への投書等により、待ち時間につ

いての要望が大変多いことが分かり、詳細な実態や原因を把握し、改善を図るため実施したものです。調査の際はみなさ

まにご協力をいただきありがとうございました。

　現在、調査結果について、集計・分析中ですが、おおよその平均待ち時間で、予約診察については、２７分、予約外診

察（新患と予約外再診をあわせて）については、５４分という結果になりました。やはり、予約診察の方が、お待ちいた

だくことなく受診いただいているようです。

　今後、更に結果を分析すると共に、全科予約診察の導入を推進するなど、待ち時間短縮への対策を進め、よりスムー

ズに診察を受けていただけるよう努めたいと考えております。　　　　　　　　　　　　　　医療サービス向上委員会

  肺炎球菌ワクチン　接種についてのお知らせ
　肺炎球菌ワクチンとは、肺炎球菌によって引き起こされるいろいろな病気（感染症）を予防するためのワクチンです。

この肺炎球菌は、体力が落ちている時や高齢になって免疫力が弱くなってくると病気を引き起こします。

　肺炎球菌が引き起こす主な病気としては、肺炎、気管支炎などの呼吸器感染症や副鼻腔炎、中耳炎、髄膜炎などがあ

ります。

　ワクチンの接種後は、免疫ができるまで平均１ヶ月程度かかり、通常、１回の接種で約５年間ほどその免疫は持続する

と言われています。ただし、過去にこのワクチンを受けたことのある人は、２度目の接種はできません。

　高齢者、心臓や呼吸器に慢性疾患のある方、腎不全、肝機能障害、糖尿病のある方などは、肺炎などの感染症にかか

りやすく、その症状も重くなる傾向がありますので、肺炎球菌ワクチンの接種をおすすめいたします。このワクチンの接

種は当院で行っておりますので、お気軽にお問い合わせください。

●実施日　平日　月～金（事前予約が必要です。下記までご連絡ください。）　　●料　金　８,１６０円（税込）

予約・問い合せ先　北村山公立病院医事課　４２－２１１１　内線）２２０４

『外来待ち時間調査を行いました。』

広々とした洗

面コーナー。

広く明るくな

りました。

洗面コーナーに

ある洗髪台（右）。

寝台に横になっ

たまま利用する

こともできます。

シャワー室も

出来ました。

広々とした身

障者用トイレ

室。車椅子の

まま入室でき

ます。

　本紙「クローバー」

では、前々号（１７号）

で東２階病棟の改修

について、また前号

（１８号）では各病棟

の特別室、個室及び

二人室のリニューア

ルについてお伝えし

ました。今回は東３

階病棟の改修工事が

完了しましたのでそ

の一部をご紹介いた

します。

　工事期間中はいろ

いろとご不便、ご迷

惑をおかけしました

ことをお詫びします

と共に、皆様のご理

解とご協力に感謝申

し上げます。

　当院では、より快

適に入院生活を過ご

していただくため、

これからもより良い

入院環境の提供がで

きるよう努力してま

いります。
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　当院では、患者様本位の良質な医療を提供し、

病院運営の透明性を高め、地域住民の皆様の医療

に対する信頼と医療の安全の確保を目的として、

平成１８年４月に医療事故公表基準を設定しまし

た。公表は、過失のある医療事故でレベル３以上

のものとしており、（右記の図参照）レベル３につ

いては年に１回程度包括的に公表し、レベル４以

上についてはその都度、個別に公表いたします。

　この公表基準に基づき、平成１９年度に発生した

医療事故３件について以下のとおり公表いたしま

す（３件ともレベル３に該当）。

　�　７０代の女性の大腸ファイバースコピー検

査時に腸に穴をあけた。　

　�　７０代の女性をエレベーターバスにて入浴介助中、転落し頭部打撲及び右眼瞼部を裂創した。

　�　５０代の男性の大腸ファイバースコピー検査中に腸に穴をあけた。

　いずれの件もその後の治療により、治癒、回復しています。

　当院では、こうした医療事故を防止するため、また、より良質で安全な医療の提供へ向けて、医療安全管理対策室（室

長・大塚副院長、医療安全管理者・太田看護師長）を中心に活動しています。

　医療安全活動の中で、特に力を入れて取り組んでいるものの一つに、全職員を対象とした医療安全研修があります。今

年度はこれまで７月と８月に研修会を開催しています。今回はこの研修会についてご紹介します。７月は医薬品の中で

も取り扱いに注意を要するインスリン製剤についての研修会を実施しました。糖尿病治療について専門的な取り組みを

行っている医療機関の先生方をお招きし、専門性の高い研修会となりました。この研修会には、当院の職員だけではなく、

北村山地区薬剤師会の薬剤師の方からも参加いただき、地域の薬剤師の皆様との連携・協力にも大いに役立ちました。ま

た、８月には、当院で来年度導入を予定している電子カルテの導入の効果と注意点について、既に導入し実績を上げてい

る医療機関の方をお招きし、研修会を実施しました。電子カルテ導入後の効果、業務の変化や職員が注意すべき点が明確

になり、有意義な研修会になりました。

　もちろん研修を行うことだけで全ての医療事故が防げるわけではありません。医療事故を防ぐためには、職員一人一

人が医療安全への意識を高く持ち、危険予知能力を身につける事が必要になります。また、職場環境の整備や、各部門間

との連携といった点も重要です。病院の組織が一体となり、さらに患者様の協力も得ることで、盤石な医療安全体制が構

築されると考えています。

　当院では「地域の信頼にこたえるため、患者様中心のよりよい医療の提供に努めます。」を理念に掲げております。今

後も医療安全管理対策室を中心に、事例報告、対策検討や研修会を通じて、当院の理念である患者様中心のよりよい医療

の提供の一翼を担えるような医療安全活動を継続してまいります。

内　　　　　　　　　　　容 区　分 

イ
ン
シ
デ
ン
ト 

ア
ク
シ
デ
ン
ト 

レベル０ 

レベル１ 

レベル２ 

レベル３ 

レベル４ 

レベル５ 

間違ったことが発生したが、患者様には実施されな 
かった場合。 

間違ったことを実施したが、患者様には変化が生じ 
なかった場合。 

事故により、患者様に何らかの影響を与えた可能性 
があり、観察の強化や検査の必要性が生じた場合。 

事故により、治療・処置が必要となった場合。 
事故により、軽・中程度の後遺症が残った場合。 

事故により、深刻な病状の悪化をもたらした場合。 
事故により、高度の後遺症が残った場合。 

事故により、死亡した場合。 

医療安全管理対策室の大塚室長（左）と佐伯診療部長研修会の様子

医療事故の公表と医療の安全性向上への取り組みについて 医療事故の公表と医療の安全性向上への取り組みについて 医療事故の公表と医療の安全性向上への取り組みについて 
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皮 膚 科  
金 木 水 火 月 

内　　科 
金 木 水 火 月 

木内博之 知識鉄郎 須藤悦宏 知識鉄郎 木内博之 

＊外来の受付時間は午前７時30 

　分～午前11時30分まで、診察 

　は８時30分開始です。土・日・ 

　祝日・年末年始は休診です。 

　ただし、急患は随時受付・診 

　察を行います。 

＊都合により担当医師の変更や 

　休診になる場合があります。 

日本医科大学医師 

◎月～金曜日午後外来診察（午後２時30分～４時受付） 

北村繁行 須藤悦宏 北村繁行 須藤悦宏 北村繁行 

須藤悦宏 林　央介 林　央介 林　央介 林　央介 

梅澤裕己 梅澤裕己 梅澤裕己 梅澤裕己 梅澤裕己 

篁　武郎 篁　武郎 篁　武郎 
※ 
篁   　      武郎 

◎午前９時30分より診療開始 ※火曜日は予約診察のみ 

齋藤明彦 齋藤明彦 齋藤明彦 齋藤明彦 齋藤明彦 

齋藤明彦 午 
後 齋藤明彦 

日本医科大学医師 

野本又は水越 野本達也 野本又は水越 野本達也 水越元気 

中嶋信人 水越元気 中嶋信人 
◎火曜日は手術日のため外来診療は休診 

國本健太 鎌塚栄一郎 國本健太 鎌塚栄一郎 鎌塚栄一郎 

國本健太 

リハビリテーション科 
金 木 水 火 月 

産婦人科 
金 木 水 火 月 

放射線科 
金 木 水 火 月 

消化器科 
金 木 水 火 月 

小     児  科 
金 木 水 火 月 

外　　科 
金 木 水 火 月 

整形外科 
金 木 水 火 月 

形成外科 
金 木 水 火 月 

眼　　科 
金 木 水 火 月 

麻 酔 科  
金 木 水 火 月 

耳鼻いんこう科 
金 木 水 火 月 

神経内科 
金 木 水 火 月 泌尿器科 

金 木 水 火 月 

脳神経外科 
金 木 水 火 月 

◎火曜日・金曜日午後外来診察（午後３時～４時30分受付） 

◎水曜日は午後２時30分より予約外来 
◎火曜日は午前９時30分より診療開始 

◎毎週月曜日のみ診療（月曜日が休日の場合は火曜日） 
◎午前は10時より、午後は２時より診療開始 

◎※印は新患外来の担当医師 
◎毎月最終診療日　午後２時より禁煙外来（予約制） 

午 
後 

午 
後 

篁　武郎 

大塚　茂 大塚　茂 大塚　茂 大塚　茂 大塚　茂 

山下　博 山下　博 山下　博 山下　博 山下　博 

高橋　亮 塩路　豪 高橋　亮 塩路　豪 

山本一仁 木内博之 山本一仁 木内博之 山本一仁 

二見良平 二見良平 柏原　元 柏原　元 二見良平 

柏原　元 塙　秀暁 寺西宣央 塙　秀暁 寺西宣央 

鹿子島俊夫 鹿子島俊夫 鹿子島俊夫 鹿子島俊夫 鹿子島俊夫 

鹿子島俊夫 午 
後 鹿子島俊夫 午 

後 鹿子島俊夫 午 
後 鹿子島俊夫 午 

後 鹿子島俊夫 午 
後 

福岡　猛 高橋　光 福岡　猛 福岡　猛 高橋　光 

北村光信 
日本医科大学医師 
又は佐伯和則 鎌田芳則 北村光信 鎌田芳則 

※ 

※ ※ 

※ ※ 

佐伯和則 
北村光信 

森澤太一郎 佐伯和則 森澤太一郎 

鎌田芳則 
森澤太一郎 

（第1・3・5） 

（第２・４） 

　「産科医療補償制度」は、平成21年1月1日以降の分娩に関連して発症した重度脳性麻痺の

赤ちゃんとそのご家族のことを考えて設立された新しい補償制度です。当院も分娩を取り扱

う医療機関として、この補償制度に加入いたしましたのでお知らせいたします。 

　10月より、妊産婦の皆様にこの制度の対象者となることを示す「登録証」を順次交付いた

します。その際、妊産婦の皆様には必要事項について記載をお願いすることになりますので、

ご協力よろしくお願いいたします。 

　ご不明な点やこの制度の詳細については下記までお問い合わせください。 

 　　　　■問合せ先　北村山公立病院　医事課　　 42－2111　内線2104

平成20年10月15日現在 

「産科医療補償制度」のお知らせ 「産科医療補償制度」のお知らせ 「産科医療補償制度」のお知らせ 

☎
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当
院
の
外
科
外
来

は
、
消
化
器
の
良
、

悪
性
疾
患
と
乳
腺
疾

患
に
対
し
て
、
診
療

治
療
を
行
っ
て
い
る

外
来
で
す
。
虫
垂
炎

ヘ
ル
ニ
ア
（
脱
腸
）

か
ら
、
各
種
癌
ま
で

幅
広
く
診
断
、
治
療

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

外
来
ス
タ
ッ
フ
は
、

医
師
六
名
、
看
護
師

三
名
、
窓
口
事
務
一
名
で
、
毎
日
三
診
で

の
診
察
を
行
い
、
で
き
る
限
り
待
ち
時
間

が
少
な
く
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
救
急
の
患
者
様
や
手
術
と
な

ら
れ
る
患
者
様
も
多
く
、
と
て
も
慌
た
だ

し
い
外
来
な
の
で
、
現
在
は
検
査
や
要
処

置
の
患
者
様
の
み
予
約
制
を
と
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
状
態
で
す
。
御
理
解
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

今
後
も
患
者
様
が
安
心
し
て
、
診
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
連

携
を
図
り
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
。

　

癌
は
日
本
人
の
死
因
の
第
一
位
で
、
そ

の
ほ
ぼ
半
数
が
消
化
器
癌
で
す
。
長
年

「
胃
癌
」が
最
多
で
し
た
が
、
現
在
で
は
欧

米
型
の
食
生
活
の
影
響
を
受
け
、
大
腸
癌

が
増
加
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

胃
癌
も
大
腸
癌
も
早
期
発
見
で
治
療
し

た
場
合
、
高
い
確
率
で
治
る
病
気
で
す
。

治
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
早
期
癌
の
治

療
で
は
、
開
腹
せ
ず
に
内
視
鏡
的
切
除
や

腹
腔
鏡
下
手
術
に
て
、
よ
り
治
療
後
の
負

担
が
少
な
い
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

苦
痛
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
胃
カ
メ
ラ
で
は
、

さ
ら
に
細
い
管
と
な
っ
た
経
鼻
内
視
鏡
の

導
入
に
て
、
楽
に
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
大
腸
カ
メ
ラ
で
は
、

な
る
べ
く
苦
痛
の
な
い
よ
う
に
、
鎮
静
剤

を
使
用
し
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

乳
癌
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

早
期
発
見
し
治
療
を
受
け
れ
ば
、
ほ
ぼ
完

全
に
治
る
病
気
で
す
。
月
一
回
の
自
己
検

診
、
三
十
才
を
過
ぎ
た
ら
年
一
回
の
定
期

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
当
院
で
も
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
、
エ
コ
ー
、
M
R
I
検
査
な

ど
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
御
相
談
下
さ
い
。

　

常
に
患
者
様
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
医

師
に
自
分
の
考
え
や
思
い
を
表
出
で
き
る

よ
う
な
雰
囲
気
作
り
に
心
が
け
、
患
者
様

と
医
師
と
の
パ
イ
プ
役
に
な
れ
る
よ
う
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

外
科
外
来　

石
川　

さ
よ
子

鼻
血
の
原
因
と
対
処
法

　

耳
鼻
い
ん
こ
う
科　

齋  
藤  
明  
彦

　

鼻
血
は
、
鼻

の
粘
膜
や
血
管

が
傷
つ
く
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ

る
出
血
で
す
。

突
然
、
大
量
に
出
血
す
る
と
驚
い
て
し
ま

う
か
と
思
い
ま
す
が
、
多
く
の
場
合
は
、

適
切
に
対
処
し
て
、
血
が
止
ま
れ
ば
特
に

心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
左
右
の
鼻
の
穴
を

隔
て
て
い
る
壁
を「
鼻
中
隔
」と
い
い
、「
鼻

中
隔
」
の
前
方
の
所
を
「
キ
ー
ゼ
ル
バ
ッ

ハ
部
位
」
と
い
い
ま
す
。
鼻
血
の
九
〇
％

近
く
が
、
こ
こ
か
ら
の
出
血
で
す
。
こ
の

部
分
は
粘
膜
が
薄
く
、
細
い
血
管
が
集
中

し
て
網
目
状
に
走
っ
て
い
る
た
め
、
わ
ず

か
な
傷
や
刺
激
で
容
易
に
出
血
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

多
く
は
鼻
を
ほ
じ
っ
た
り
、
鼻
を
か
ん

だ
、
く
し
ゃ
み
を
し
た
な
ど
で
、
こ
こ
の

粘
膜
や
血
管
に
傷
が
つ
い
て
出
血
し
ま
す
。

特
に
子
ど
も
さ
ん
の
場
合
、
一
度
傷
が
で

き
る
と
そ
こ
が
か
さ
ぶ
た
に
な
り
、
つ
い

気
に
な
っ
て
い
じ
っ
て
ま
た
出
血
す
る
、

と
い
っ
た
く
り
返
し
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
風
邪
を
ひ
い
て
い
る
時
や
ア
レ

ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
方
は
、
鼻
を
か
ん
だ
り
、

く
し
ゃ
み
を
す
る
回
数
が
多
く
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
鼻
を
傷
つ
け
や
す
く
な
り
ま

す
。
成
人
の
場
合
は
高
血
圧
な
ど
の
全
身

疾
患
も
影
響
し
ま
す
。

　

鼻
血
が
出
た
時
の
対
処
法
で
す
が
、
上

半
身
は
起
こ
し
て
や
や
う
つ
む
い
た
姿
勢

を
と
り
ま
す
。
横
に
な
っ
た
り
、
上
を
向

く
の
は
鼻
の
奥
か
ら
口
に
鼻
血
が
流
れ
込

む
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
避
け
て
下

さ
い
。
そ
し
て
鼻
翼
（
小
鼻
）
を
両
側
か

ら
強
く
つ
ま
み
、
一
〇
〜
十
五
分
間
圧
迫

し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
こ
れ
だ
け

で
血
は
止
ま
り
ま
す
。
出
血
が
多
い
場
合

は
、
圧
迫
を
行
い
な
が
ら
脱
脂
綿
を
出
血

側
の
鼻
の
穴
に
詰
め
ま
す
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
詰
め
る
の
は
、
応
急
的
に
何
も
な
け
れ

ば
や
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
あ
ま
り
好
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
止
血
し
た
部
分
に

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
紙
片
が
は
り
つ
い
て

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
抜
く
際
に
、
止
血
の
た
め

形
成
さ
れ
た
か
さ
ぶ
た
が
一
緒
に
は
が
れ

て
再
出
血
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

首
の
後
ろ
を
た
た
く
と
い
う
の
は
根
拠
は

な
く
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。

　

血
が
止
ま
っ
た
後
の
ご
家
庭
で
の
注
意

点
と
し
て
は
入
浴
、
運
動
、
過
労
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
摂
取
な
ど
は
一
時
的
に
血
圧
が

あ
が
り
再
出
血
の
要
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

控
え
て
下
さ
い
。
ま
た
、
子
ど
も
さ
ん
の

場
合
、
鼻
の
い
じ
り
す
ぎ
が
一
番
の
原
因

で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
注
意
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
処
置
を
し
て
も
な
か
な
か

出
血
が
止
ま
ら
い
場
合
は
耳
鼻
い
ん
こ
う

科
で
診
察
を
受
け
て
下
さ
い
。
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�
身
近
な
放
射
線
�

　

日
常
、
人
の
五
感
に
よ
っ
て
感
じ
ら
れ

る
も
の
の
量
や
様
子
は
、
実
感
で
理
解
で

き
ま
す
が
、
五
感
で
感
じ
取
れ
な
い
も
の
、

と
り
わ
け
目
に
見
え
な
い
も
の
は
と
て
も

不
安
に
感
じ
る
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の

中
に
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ら
れ
る

際
、
不
安
に
感
じ
る
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
国
日
本
は
唯

一
の
被
ば
く
国
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
放

射
線
に
対
し
て
の
不
安
や
恐
怖
を
感
じ
て

し
ま
い
ま
す
。
被
ば
く
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
だ
け
で
な
に
や
ら
物
騒
な
感
じ
が
し

ま
す
ね
。
で
す
が
、
被
ば
く
と
は
、
放
射

線
を
受
け
る
こ
と
全
般
を
言
う
の
で
あ
っ

て
、
検
査
で
使
う
放
射
線
は
、
よ
り
少
な

い
も
の
に
し
て
あ
り
ま
す
。
数
回
程
度
の

検
査
を
連
続
で
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
の
被

ば
く
で
も
問
題
な
い
と
い
っ
て
良
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
日
常
生
活
の
な
か
で
も
、

知
ら
ず
知
ら
ず
微
量
で
は
あ
り
ま
す
が
被

ば
く
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？
自
然
放
射
線
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。
地
球
上
の
す
べ
て
の
生
物
は
、
地

球
自
身
が
放
つ
放
射
線
や
遠
い
宇
宙
か
ら

飛
来
す
る
放
射
線
に
さ
ら
さ
れ
、
食
物
摂

取
や
呼
吸
な
ど
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。
被
ば
く
に
よ
っ
て
が
ん
に
な

る
確
率
が
高
く
な
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
量
が
危

険
な
の
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。
一
般
的

に
が
ん
の
発
生
率
は
一
度
に
二
〇
〇
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
（
被
ば
く
の
単
位
）
以
上
あ

び
る
と
線
量
増
加
に
と
も
な
い
増
大
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
検
査
で
は
、

放
射
線
は
検
査
す
る
部
分
だ
け
に
か
か
り
、

細
胞
が
傷
つ
い
て
も
修
復
機
能
が
あ
る
た

め
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

然
放
射
線
と
検
査
に
お
け
る
、
お
お
よ
そ

の
被
ば
く
の
値
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
年
間
自
然
界
か
ら
受
け
る
線
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
世
界
平
均
）

　

約
二
・
四
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

　
　

宇
宙
線
か
ら

　
　
　
　
　

〇
・
三
八
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

　
　

大
地
か
ら

　
　
　
　
　

〇
・
四
六
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

　
　

呼
吸
か
ら

　
　
　
　
　

一
・
三
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

　
　

体
内
か
ら

　
　
　
　
　

〇
・
二
四
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

★
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
（
一
回
あ
た
り
）

　
　

〇
・
四
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

★
胃
の
検
診
（
一
回
あ
た
り
）

　
　

〇
・
六
〜
四
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

★
Ｃ
Ｔ
検
査

　
　

二
・
四
〜
一
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

★
核
医
学（
Ｒ
Ｉ
）検
査

　
　

〇
・
二
〜
八
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

★
M
R
I
検
査

　
　

放
射
線
を
使
用
し
な
い
の
で
被
ば
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
様
に
普
段
検
査
で
使
用
し
て
い
る

放
射
線
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
被
ば
く
の

量
に
比
べ
て
、
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
自
然
界
か
ら
受
け
る
被
ば
く
が
意
外

に
多
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
す
ね
。
私

た
ち
は
、
実
は
放
射
線
と
身
近
な
関
係
に

あ
り
、
そ
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
胎
児
や
子
供
へ
の
被
ば
く
に
つ

い
て
不
安
に
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
被
ば
く
に
よ
る
奇

形
、
発
育
遅
滞
、
不
妊
な
ど
は
通
常
の
検

査
で
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
一
度
に
一
〇
〇

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
被
ば
く
で
影
響

が
出
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

目
に
見
え
な
い
も
の
で
も
、
知
っ
て
い

る
こ
と
で
不
安
や
恐
怖
を
少
し
で
も
解
消

し
て
い
た
だ
き
、
検
査
を
よ
り
安
心
し
て

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

中
央
放
射
線
室　

瀬
野　
　

透

自然界から受ける 
年間放射線量 

胸のＸ線検査 
（１回あたり） 

胃の集団検診 
（１回あたり） 

医師などの職業人の 
一年間の限度 

がんの発生率が 
上昇すると言わ 
れている線量 

0.4 2.4 
4.0

50
200

被ばくの目安 
単位ミリシーベルト 

①
着
任
日
　
②
趣
味
　
③
抱
負
・
自
由
発
言 

④
出
身
地
　
⑤
専
門
医
等 

◆
泌
尿
器
科　
　
 
塩 　
 
路 　
　
　
 
豪 

し
お 

じ 

ご
う

①
七
月
一
日

②
将
棋
・
野
球
応
援
・

ゴ
ル
フ　

③
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

④
東
京　

⑤
日
本
泌
尿
器
科
学
会
専
門

医
・
指
導
医

◆
外　
　

科　
　
 
寺 　
 
西 　
 
宣 　
 
央 

て
ら 

に
し 

の
ぶ 

ひ
さ

①
七
月
一
日

②
ス
ポ
ー
ツ
・
食
べ

る
事　

③
山
形
で
は

二
度
目
の
勤
務
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　

④
東
京　

⑤
消
化
器
外
科

　

山
形
の
秋
の
風
物
詩
と
い
え
ば
芋

煮
会
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
は
芋
煮
会

の
歴
史
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

昔
、
最
上
川
舟
運
の
盛
ん
だ
っ
た

頃
、
物
資
を
運
ぶ
た
め
の
舟
の
中
継

地
点
で
、
当
時
は
う
ま
く
連
絡
が
と

れ
ず
、
船
頭
達
は
舟
に
寝
泊
ま
り
し

て
何
日
も
物
資
を
運
ん
で
く
る
人
を

待
っ
た
そ
う
で
す
。

　

舟
付
場
の
す
ぐ
近
く
に
里
芋
の
名

産
地
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
か
ら
里

芋
を
買
い
、
舟
に
積
ん
だ
棒
だ
ら
な
ど
の
干

物
と
一
緒
に
煮
て
飲
み
食
い
し
な
が
ら
待
ち

時
間
を
過
ご
し
た
の
が
芋
煮
会
の
始
ま
り
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
と
は
具
材
は
違
い

ま
す
が
、
当
時
の
人
達
も
季
節
を
楽
し
ん
だ

こ
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
　

（
薬
剤
科　

平
）


